
���������� �� �� �� �	 �� �� �
 �� �	 �� �
 �� �� �� �� �������� �� �� �� �� �� ��
�� ��

������������� �!�" �# �$���%�&

�'�����(�������) �* �+ �, �- �. �/ �0���1�2�2�3�$���4�3�$���5�0���3�6�7�4�8

�9�����!�����)�����:�5�� �9���;

�<�;�= �������5�!���>�>�?�����0�����@�>�A�2�0�A�8�B�A�2�>�C�3�A�6�2

�����@�����!

�D������

�E�!�(�F�(���<�)���G�����!�����:���H�)���I�����?�@���������J�����G���������E�<�H��

�������5�!���>�>�����0�����K���(���:�0���!�(�F�(�7���0�(�J�0�L�5�>

�E�!�(�F�(���<�)���G�����!�����:



学術論文 『デザイン理論』43/2003

雑体書 の書体意 匠の特色 につ いて

「篆隷文体』を例に

全 容 範
京都工芸繊維大学
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3.3種 類 の絵画的性向の雑体書について

4.『 篆隷文体』の雑体書の主な意匠の特色

おわりに

は じめに

私 は これ まで 「文字意 匠」 につ いて勉 強 して きた。 特 に韓 国の李朝 時代 の 「孝悌図」 〈図

1>と 日本の平安時代 の 「葦手絵」 〈図2>と の文字意 匠を比較 して きた1)。「孝悌 図」 とは,

李朝 時代(15世 紀 頃)に,漢 字 の 「孝」,「悌」,「忠」,「信」,「礼」,「義」,「廉」,「恥」 の8

つ の文字 を絵画 的な意 匠に仕立 て,人 々に儒教 の倫理 を教え るため

に作 られた もので ある。一方,葦 手絵 とは,平 安時代(10世 紀),平

仮 名 を変容 させ,葦,流 水,水 鳥な どに見立 てた文字(葦 手)を 絵

の 中に組 み合 わせ た ものをいい,そ れは 『平家納経 』 の 「薬王 品」

見 返絵 様 々な色 紙 さらには蒔絵 や衣服 の文様 と して,ま た,判

じ絵や仏事 の供養 物の しる しと して,用 い られた ものであ る。葦 手
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絵の機能は,佐 野みどりのいうように,貴 族の和歌の世界において,吉 祥性から遊戯性を重ん

じるなかで変化 していったと考えることも出来る2)。

この二つの文字意匠は,異 なった国,時 代と異なった製作動機 によって作 られたものである

が,文 字と図柄との融合,或 いは文字を図柄へ変容 しようとしたものである点では共通 してい

る。私は 「孝悌図」 と 厂葦手絵」の文字意匠の特色を明 らかにするため,文 字 と具象的な形象,

或いは絵柄 との関係に注 目し,① 文字が絵画的な形式へと転換 したもの,② 文字の要素と絵画

の要素が結合 し,新 たな様式を作 り出したもの,そ して③文字そのものがひとつの文様や象徴

として成立 したもの,と いう三つ類型に分類し考察 した。その結果,漢 字や平仮名そのものよ

り,ま た絵や図柄だけより,「孝悌図」や 「葦手」は,一 層豊かな造形性と伝達性を合わせて

持っているものということが出来た。

しか し,こ れら韓国や日本の文字意匠,或 いはハ ングルや仮名文字の意匠の起源 としての漢

字意匠にはどのようなものがあったのか。 このような問いを持つようにな り,私 は中国に起源

を持つ 「雑体書」なるものに注 目するようになった。

そもそも漢字は,そ の発祥地である中国において,ま たその影響を受けた韓国や 日本におい

て不可欠な文字言語である。 これまでその漢字の研究において,書 の芸術の視点か ら書体の歴

史的研究,お よび作者の研究はなされてきた。 しか し今回取 り上げる 「雑体書」といった書体

について,少 なくともその造形や,意 匠の側面の研究はほとんどなされてこなかったように思

われる。 この理由は,主 に少ない資料の断片的な性格のためであると思われる。 しか しその研

究は,漢 字意匠の様々な形式の原点たるものを明らかにするだけではなく,今 日のタイtフ ェ

イスにおける漢字の造形が持つ今 日的意義を問う試みとしても意義を持っていると思われる。

「雑体書」 とは何か。 それは書芸術 としての書とは異な り,碑 〈図3>符 籍(お 礼)〈 図

4>,符 節 〈図5>,印 〈図6>な どに用いられた書の形を総称したものである。王羲之3)や欧

陽謝)と いった書家が,詩 文などに用いた,個 性を表現する芸術としての書ではな く,む しろ

日常生活で実用的な目的に応 じた用途の書で,し かもそれは多かれ少なかれ通常の書体を変容

した り,装 飾性を添えた りした書であるといえる。別のいい方をすれば,書 の歴史において,

主流を成す篆書,隷 書,楷 書,行 書,草 書 といった書体 と関連するが,そ れとは異なった造形

的な特色を持つのが雑体書である。

「雑体書」の歴史な展開は,「雑体書」に表された象形的な表現や,書 の形態から考えれば,

古代の漢字の影響を受けつつ,そ れが多様な書体として現れ始めたのは,春 秋戦国時代(前

770～ 前221)で あり,六 朝時代(222～589)に その最盛期を迎えたといえる。

六朝時代 の書論書である,梁(502～557)の 庚元威が著 した 『論書5)』には,「斉末の王融

は,古 今雑体を図 した。それには六十四種の書体があった。」(薺 末王融,圖 古今雜體。有六十
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図3碑 ・則天武后の昇仙太子碑 図4符 籍 。病魔除け用

図5符 節 ・秦の虎符 図6印 ・琉球国王印

四書。)と 記 されている。 この記事は六朝時代には 「雑体書」が盛んに作 られ,そ の言葉も通

行 していたことを物語っている。そしてその時代は 「雑体書」の重要な資料書である 「篆隷文

体』が作 られた時期で もある。即ち書が純粋に鑑賞の対象として,人 間の精神の表現の媒体 と

して自覚されるようになったという,書 の造形性が注 目される時期 にその書物が製作されたの

である。

「雑体書」という語は今 日では一般的に二つの意味で解釈 される。その一つは,「雲書,鳥

書,人 書,花 書などの書体を指す6)」と言われている。これは雲や,人 や花 といった物象を用

いて,漢 字の字画や構造を象る書体をいうのである。

「雑体書」の もう一つの意味は,「行書,草 書,楷 書などの書体の特徴を兼ね備えている書

体η」 という。 この説明は,「雑体書」 とは複数の漢字の書き方から成る書の形であることを

示 している。

私は以上述べた二つの意味から 「雑体書」 という書体とは,文 字 に図柄を導入することで,

通常の文字より優れたイメージ的なものを伝えることを試みた もの,そ して伝統的な運筆の仕
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